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自分の学校に参加と責任を！ 
新年、良い年にできるよう大切に過ごしてください。特に３年生、新しいステージ、学校生

活の完結、仲間との時間、後輩たちへの背中、残り僅かな時間を、充実させてください。 

平年並みのお正月の一方、ウクライナでは、いまだ終わりの見えない戦争が続けられてい

ます。武力には武力で対抗するしかないというのもひとつの現実ですが、戦場の映像が報道

されるたび、何か別のやり方はないのか、どうしたらこの戦いを終わらせることができるの

かとの思いに駆られます。ただ、残念ながら特効薬はなく、地道に粘り強く、国際社会が働き

かけていくしかありません。日本は、今年から国連安全保障理事会の非常任理事国です。戦争

はあかんという思いを上手にまとめてほしいと願っています。 

思いは思っているだけでは何にもならないのかもしれませんが、思いが言葉になり、言葉

が集まると徐々に力に変わっていきます。人間の歴史もそう。ほんの百年前までは、戦争は許

される手段だったし、戦場で人の命を奪うのも問題とならないどころか賞賛される行為だっ

たし、人の命も平等ではありませんでした。 

現在は、戦争や戦場の行為によっては、犯罪に問われることが当たり前になりました。ウク

ライナ侵攻のように、武力による国境線の変更は明らかに国際法違反、これを正面から擁護

できる国はありません。また、人間の命は平等ではないという発言も問題であるということ

も当たり前になってきました。まだまだ不十分なことも多いですが、どの国に生まれてもみ

んな幸せに暮らす権利を持つことは、たくさんの人が同意するようになってきました。思い

が大きくなり、合意として、決まりとして力を持ってきたからだと思っています。 

好き勝手なことをしてよい世の中から、それぞれの存在を大切にする社会へと進んできた

のが人間の歴史であり、そこで大切な役割を果たしているのが決まり、つまりルールです。こ

のルールを、ルールの決め方を磨いていくことが今後とても大切なことだと思っています。 

ルールだけではなく、ルールの決め方というのがポイントです。いったん決められたルー

ルでも、状況に応じて見直していくことや、新しいルールを決めていくことが必要です。ウク

ライナ侵攻などの国際紛争では、安全保障理事会における常任理事国の拒否権について議論

がなされています。気候変動の問題はどの国も避けて通れない問題です。国内でも、少子高齢

化や、安全保障など、新しい政策、ルールを求められる時代になっています。 

こうした問題にどう対応していったらいいのか。気候変動に対応するには、この地球上に

生きる人々一人ひとりの生活の見直しをはじめ、人間の協力や、知恵、努力、さまざまな力の

結集が必要です。政治家だけに任せておいていい問題ではありません。少子化や災害への対

応も同様。これからますます、一人ひとりの主体的な関りと責任が求められています。 

これが民主主義です。古代ギリシャのポリスや、西欧市民革命での議会開設、日本古来の寄

共に学び共に育ち未来を切り拓くたくましい生徒の育成 
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合など、さまざまな場面で人々は話し合い、みんなに関わる方向性を決めてきました。 

『そもそも民主主義ってなんですか？』という本があります。この本の著者である宇野重

規さんは、民主主義とは「参加と責任のシステム」だと説明します。自分が参加し、決定した

ことだからこそ責任を持つ、そのような一人ひとりの想いに支えられているのが、民主主義

です。逆にいえば「自分は政治に参加していないし、だから責任をもてといわれてもピンとこ

ない」と誰もが思うのであれば、それは民主主義とはいえないと説明します。 

生徒会執行部は、みんなのために、校則の改正など色んな取り組みを進めています。あなた

は、こうした取り組みに参加し、責任を果たしていますか？自分が参加し、決定できています

か？校則改正というルールづくりに対し、ルール無視や破ることではなく、ルールを変える

ための理由や説明など新たなルールを創っていく方向で参加できていますか？ 

ルールを尊重できなければ、残念ですが、ルールを変えることはできません。 

宇野さんは、「現在の私たちに最も欠けているのは、自分たちの社会を自分たちの力で変え

ていけるという自信なのかもしれません、あるいは、その道筋がどれほど厳しいとしても、こ

の社会をより良いものにしていこうとする強い意志を失ってしまったのかもしれません」と

言います。私は、八雲中生はそうではないと思っています。生徒会のみんなは頑張っていま

す。ぜひ今日よりもより良い八雲中をみんなの力で創り上げてほしいと願っています。55期

生のみなさん、そして後期執行部のみなさん、ぜひ、先頭に立ち、成し遂げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な予定     

1/25～27(水～金)３年卒業テスト  2/24(金)１・２年校外学習 

1/27(金)３年私学出願   2/27(月)各種委員会 

2/1(水)生徒朝礼    3/1(水)生徒朝礼・特別選抜合格発表 

2/10(金)３年私学入試   3/3(金)公立一般選抜出願 

2/14(火)３年公立特別選抜出願  3/9(木)３年生を送る会 

2/15～17(水～金)１・２年学年末テスト 3/10(金)公立一般選抜入試(3/20合格発表)  

2/18(土)土曜参観・音楽会   3/13(月)卒業式予行・記念品授与式 

2/20・21(月・火)３年公立特別選抜入試 3/14(火)第 55回卒業証書授与式 

2/21(火)新入生入学説明会   3/15(水)全校朝礼・生徒会役員選挙 

１・２年カルタ大会（1月 13日） 

少し肌寒い中でしたが、カルタ大会をしました。上の句が読まれた瞬間に反応できる 

生徒はやはり２年生の方が多かったけれ

ど１年も負けてはいませんでした。特に

歓声が上がったのは「ちはやぶる…」と

１年生のみ「立ち別れ…」。どちらもとて

も楽しそうに過ごしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2/22(水)土曜参観代休 


